
令和２年度 愛媛県がん診療連携協議会 

第 2 回がん看護専門部会 

令和 3 年 1 月 26 日（火）14:00～15:00 

WEB 会議：四国がんセンターから発信 

議事次第 

１．開会 

出席者紹介 

部会長挨拶（四国がんセンター看護部長） 

２．議事 

１）令和 2年度活動報告（資料 1）

２）令和 3年度活動計画について（資料 2）

３）次年度の定例会の日程について

 第 4火曜日 14：00～15：00（WEB 会議） 

2021.9.28（火） 

 2022.1.25（火） 

３．閉会 

◇添付資料

１．専門部会レジメ 

２．名簿・出席表 

３．令和 2年度活動報告(資料 1) 

４．令和 3年度研修計画（資料 2） 
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（出席者一覧） 部会名簿

施設名 職位 氏名（敬略） 代理出席者

四国がんセンター 拠点 看護部長 多田 清美

市立宇和島病院 拠点 副院長兼看護部長 中橋 恵子

住友別子病院 拠点 看護部長 守屋 昭子

松山赤十字病院 拠点 看護部長 児島 二美子

松山市民病院 推進 看護部長 三笠 照美

済生会松山病院 推進 看護部長 東 良子

HITO 病院 推進 副病院長 田淵 典子

四国中央病院 推進 看護部長 毛利 美鈴

愛媛労災病院 推進 看護部長 鈴木 美佐

市立八幡浜病院 推進 看護部長 清水 美智子

愛媛県立中央病院 拠点 看護部長 山本 格子

済生会今治病院 拠点 看護部長 宮嶋 優里

愛媛大学医学部付属病院 拠点 副院長兼看護部長 久保 幸

済生会西条病院 推進 看護部長 大道美由紀

十全総合病院 推進 看護部長 鎌倉 文子

四国がんセンター 副看護部長 田邊 富江

〃 看護師長 平田 久美

〃 副看護師長 宮脇 聡子
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令和 2年度活動報告 （資料１）

研修名 開催日 対象・募集人数

がん看護実践能力向上研修会 R2.8.20-10.8 募集 14名

フォローアップ研修 R2.11.12 R2年度受講者

フォローアップ研修 R3.1.28 R2年度受講者、過去修了者

研修名 開催日 人数

高齢者のがん治療と看護 未定 未定

認知症を持つがん罹患者の意思決定支援 未定 未定

Web研修 ターミナル期の口腔ケア
-誤嚥性肺炎を予防するために-

R2.10.10 50名

（共催）「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセ
スに関するガイドライン」の概要と臨床での活用

R2.10.2 284名

（共催）ELNEC-Jコアカリキュラム看護師教育 プログラム
R3.2.21

2.23

ZOOM を⽤いた
講義とワーク

トピックス研修

がん看護実践能力向上研修会

中⽌
中⽌

中⽌

スポット研修
ご要望等ありましたら、ご連絡ください。

専門部会：年2回の定例会（9月・1月）

中⽌

中⽌

1

(資料1)
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1

令和3年度がん看護専⾨部会研修案
研修名 期間 対象・募集⼈数

がん看護実践能⼒向上研修会 5⽇程度 未定
フォローアップ研修 未定 未定

研修依頼 開催⽉⽇ 募集⼈数
がん患者の精神症状 未定 未定
（共催）ELNEC-Jコアカリキュラム看護師教育
プログラム

未定
（2⽇間）

30名程度

トピックス研修

がん看護実践能⼒向上研修会

（資料2）

1

2

(資料2)
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2

がん看護実践能⼒向上研修会の⽬的

R2年度まで 今後
1. がん治療に伴う主な副作⽤、合併症

に対する適切な看護援助が実施でき
る。

2. がん告知や治療経過で体験する患
者・家族の危機状態に応じた精神的
⽀援ができる。

3. がんに伴う苦痛に対する適切なアセ
スメントと症状コントロールが実施
できる。

4. がんとの共⽣を⽀えるためのがん患
者教育が実施できる。

5. がん患者及び家族が円滑に療養の場
を移⾏するための、情報提供や相談、
連携や協働ができる。

6. がん患者及び家族に関わる倫理的ジ
レンマへの対処ができる。

1. がんやがんの治療に関する基礎知識
を踏まえ、がんとともに⽣きる⼈の
⾝体・⼼理・社会的な側⾯など多⾓
的に⽀援できる。

2. 診断時からの緩和ケアの提供を⾏う
ことができる。

3. ライフステージに応じた⽀援を⾏う
ことができる。

4. エンド・オブ・ライフを⾒据えた⽀
援を⾏うことができる。

*1：基本計画 分野別施策 がん医療
の充実部分の理解と実践への応⽤
*2‐4：基本計画 分野別施策 がんと
の共⽣の理解と実践への応⽤）

≪⽬的≫県内のがん診療連携拠点病院等が協働し、県内のがん看護の実情
を踏まえた上で、臨床実践能⼒の⾼い専⾨的な看護を提供する看護師の育
成を図り、がん患者に対する看護ケアの充実を図ることを⽬的とする。

がん看護実践能⼒向上研修会の成果
および評価について
≪成果≫

• 受講者のがん看護実践に必要な基礎知識の向上、意
欲・⾃信・実践の⾃⼰評価の向上
• 受講者のアセスメント能⼒の向上（事例検討）
• 受講者によるがん看護に関する取り組み
• 修了者の認定等資格取得者の増加

3

4
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3

がん看護実践能⼒向上研修会の内容

実践演習

ワーク等で
の模擬演習

がん看護の基礎
知識及び技術

がんの基礎知識

≪R2年度研修予定内容≫
• ⾃⼰の課題の明確化と課題への取り組み
• 基礎知識：がんの治療を受ける患者の看護、AYA世

代・⾼齢がん患者への対応、意思決定⽀援、コミュ
ニケーション、在宅看護、ELNEC‐J

• 応⽤：ローテーション実習、病棟実習
• 臨床での実践、事例発表会

≪R3年度研修予定内容案≫
• ⾃⼰の課題の明確化と課題への取り組み
• 基礎知識：がんの治療を受ける患者の看護、AYA世

代・⾼齢がん患者への対応、意思決定⽀援、ELNEC‐J
• 事例検討
• 臨床での実践、事例発表会

21⽇間

5⽇間程度
（基本的にオンライン）
全項⽬修了で修了証発⾏

検討内容１：研修会の名称変更をするべきか
検討内容２：5⽇間に変更して研修を継続し、⽇毎の参加も可能としてよいか
検討内容3：⾃⼰の課題の明確化のワークや事例検討はファシリテーター（企画

委員）にご協⼒をお願いしたい

⾃部署等での
他者への伝達等

5
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